


真
の
豊
か
さ
を
求
め
て

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
7
年
の
記
憶

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
7
年

の
月
日
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
平
成
23
年
3
月
11
日
の
あ

の
日
、
千
年
に
一
度
と
い
わ
れ
、

前
例
が
な
い
ほ
ど
の
被
害
を
も

た
ら
し
た
大
災
害
。
当
時
、
市
内

で
は
、
電
気
・
水
道
・
ガ
ス
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止
、
道

路
の
寸
断
や
通
信
手
段
が
失
わ

れ
る
な
ど
、
多
く
の
市
民
が
不

安
を
抱
え
ま
し
た
。
ま
た
、
沿
岸

部
を
襲
っ
た
大
津
波
、
福
島
第

一
原
発
事
故
で
は
、
か
け
が
え

の
な
い
命
や
故
郷
が
一
瞬
に
し

て
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
危
機
的
状
況
の

中
で
、
全
国
か
ら
い
た
だ
い
た

た
く
さ
ん
の
支
援
や
、
家
族
や

大
切
な
人
と
の
絆
の
再
確
認
な

ど
、
人
と
人
、
人
と
地
域
の
つ
な

が
り
が
復
興
の
原
動
力
と
な
り

ま
し
た
。

　

あ
の
日
か
ら
今
日
ま
で
の

間
に
、
わ
た
し
た
ち
は
何
を
感

じ
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
起
こ

し
、
何
を
得
た
の
か
。
震
災
か
ら

月
日
が
ど
れ
だ
け
経
過
し
よ
う

と
、
そ
の
記
憶
や
教
訓
は
、
後
世

へ
と
伝
え
続
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
平
成
23
年
、「
真
の

豊
か
さ 

連
携
と
協
働
に
よ
る

大
崎
の
創
生
」
を
基
本
理
念

に
、「
大
崎
市
震
災
復
興
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
日
常
生
活

や
都
市
機
能
の
回
復
な
ど
、
震

災
前
の
状
態
に
復
旧
す
る
期
間

を
「
復
旧
期
（
平
成
25
年
度
ま

で
）
」
、
復
旧
し
た
機
能
を
充
実

さ
せ
、
地
域
の
活
力
や
価
値
を

高
め
る
期
間
を
「
再
生
期
（
平
成

27
年
度
ま
で
）
」
、
復
旧
・
復
興
に

と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
発
展
し

た
取
り
組
み
を
行
う
「
発
展
期

（
平
成
29
年
度
ま
で
）
」
と
計
画

期
間
を
区
分
。
着
実
に
復
興
の

歩
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

復
旧
期
に
は
、
道
路
や
河

川
、
水
道
な
ど
の
社
会
基
盤
の

ほ
か
、
学
校
教
育
施
設
や
福
祉

施
設
の
復
旧
を
完
了
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
中
心
市
街
地
復

興
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
策
定

し
、
被
災
著
し
い
中
心
市
街
地

の
活
力
再
生
や
防
災
機
能
を
強

化
す
る
取
り
組
み
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

再
生
期
に
は
、災
害
拠
点
病
院

で
あ
る
大
崎
市
民
病
院
が
開
院

し
た
ほ
か
、
災
害
公
営
住
宅
・
カ

ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
建

設
し
ま
し
た
。
医
療
・
産
業
の
分

野
で
復
興
が
進
ん
だ
時
期
で
す
。

　

発
展
期
で
は
、デ
ジ
タ
ル
防
災

行
政
無
線
の
整
備
、
新
図
書
館

の
開
館
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
計
画
を
通
し
、
地

域
の
安
全
を
守
る
自
主
防
災
組

織
の
育
成
、
防
災
教
育
の
推
進

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
支
援
、

健
康
相
談
や
心
の
ケ
ア
な
ど
、

被
災
者
支
援
に
も
総
力
を
挙
げ

て
き
ま
し
た
。

　

単
な
る
復
旧
に
留
ま
る
こ

と
な
く
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目

指
し
た
本
市
の
震
災
復
興
計

画
は
、
目
標
を
お
お
む
ね
達
成

し
て
い
ま
す
が
、
残
さ
れ
た

課
題
も
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、

市
が
掲
げ
る
将
来
像
「
宝
の
都

（
く
に
）・
大
崎
」
の
実
現
と
と
も

に
、
復
興
・
発
展
へ
と
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

震
災
は
、「
真
の
豊
か
さ
」
と

は
何
か
、
市
民
一
人
一
人
に
問

い
か
け
ま
し
た
。
7
年
を
振
り

返
り
、
生
き
方
や
暮
ら
し
方
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

黙とうの呼びかけを行います

３月11日「みやぎ鎮魂の日」

　宮城県は、東日本大震災で亡くなった

方に追悼の意を表し、震災からの復興を

誓う日として、3月11日を「みやぎ鎮魂の

日」と定めました。

　みやぎ鎮魂の日を迎えるにあたり、各

地域の防災行政無線を通じて、市民の皆

さんに黙とうの呼びかけを行います。

　心をひとつに、黙とうを捧げましょう。

放送日時　3月11日 14時45分

（46分から1分間の黙とう）

放送範囲　市内全域

▲震災直後の古川江合橋付近の道

路。被害の大きさを物語っています。

▲復旧した古川江合橋

付近（平成24年2月撮影）

▲全国からた

くさんの支援

をいただきま

した。

▲校舎の建て替えを行った古川東中

学校。震災直後、生徒は古川西・古川

北・古川南中学校へ分かれて通学し

ました。平成26年4月に新校舎が完成

しています。

▲県北地域の基幹病院として、

さらに、災害拠点病院として、

平成26年7月に大崎市民病院が

開院しました。

▲壊滅的な被害をうけた志

田橋は、平成28年3月に開通

しました。写真手前が新志田

橋、奥が旧志田橋。

▲震災で自宅を失った人たちが入居でき

る災害公営住宅は平成27年度までに市内

6箇所（古川七日町住宅、古川駅東住宅、古

川駅前大通住宅、古川十日町住宅、鹿島台

姥ヶ沢住宅、田尻沼部住宅）の建設が完了

しています。

▲震災直後は、ライフライン

が停止し、多くの市民が避難

所に身を寄せました。

▲デジタル防災行政無線は、平

成28年度末に市内全域294箇所

への整備が完了しています。

▲市民生活を豊かにする場とし

て、平成29年7月に図書館を開

館。来館者数は18万人を超えて

います（平成29年12月末現在）。

平成25年平成26年平成27年平成28年平成29年 平成24年 平成23年

復旧期
震
災
直
後
の
復
旧
期
か
ら
再
生
期
、
そ
し
て
発
展
期
へ

再生期
発展期
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